
成分変化グラフ（地震後）

国土地理院

平成20年(2008年)岩手・宮城内陸地震に伴う地殻変動（５）

成分変化グラフ

成分変化グラフ（地震後）成分変化グラフ

● ---[F2:最終解] ● ---[F2:最終解] 

● ---[F2:最終解] ● ---[F2:最終解] 

資料５

基線変化グラフ（３）
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TSJ 91.70.8002～41.60.8002：間期TSJ 91.70.8002～10.50.8002：間期
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※「栗駒２」は傾斜補正済み．
　 6月15日～7月1日の期間のデータは，停電のため取得されていない．

左側のグラフは，地震前後における地殻変動を，東西・南北・比高に分離して表している．
地震に伴う地殻変動によりギャップが生じている．
右側のグラフは，左側のグラフにおける地震後のみを表している．縦軸のスケールを大きく
することによって，地震後の地殻変動を明確にしている．


